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研究要旨 

 コロナ禍における歯科領域の慢性口腔顔面痛有病率を評価する目的で、オンラインパネルを

対象に Web調査をおこなった。調査においては、令和元年度に行った慢性口腔顔面痛に対する

有病率調査（オンラインサーベイ）のデータと比較検討した。その結果、慢性口腔顔面痛、慢

性頭痛については、有病率は増加しておらず、その他の領域における慢性痛が増加したことに

対して、相反した結果となった。 

 

Ａ．研究目的 

昨年のオンライン調査で得られている慢性

口腔顔面痛（COFP：罹病期間３か月以上）の有

病率は、約 10.4%である。本研究は、コロナ禍

において、COFPの有病率の変化を知り、痛み

センターにおける口腔顔面痛（OFP）患者の診

療上の診療データベースの活用法を検討する。 

 

Ｂ．研究方法 

オンライン調査を用いて、楽天インサイト

に登録している 10,000人を対象に、3か月以

上身体のいずれかの部位に慢性疼痛（CP）を

有している人の有病率について調査した。痛

みの部位によって①体幹、四肢痛(TEP)、②OFP、

③頭痛（HA）に分類し、検討を行った。疼痛の

強度は 0から 10までの 11段階表示の NRSを

用いて評価した。 

 

Ｃ．研究結果 

全身のいずれかの部位に CP を有していた

者は 38.9％（男性 37.7％、女性 40.0％）だっ

た。COFPの有病率は、7.7％（男性 8.0％、女

性 7.4％）であり、CHAの有病率は、3.5％（男

性 2.6％、女性 4.3％）だった。CTEPの有病率

は、35.6％（男性 34.4％、女性 36.8％）であ

った。一方、NRSが 4以上の CPは 27.6％（男

性 25.8％、女性 29.3％）、COFPは 4.0％（男

性 4.1％、女性 4.0％）、CHA は 2.5％（男性

1.7％、女性 3.3％）、CTEP は 25.6％（男性

23.8％、女性 27.3％）であった。2020年 1月

の Web 調査データ（昨年報告）におけるこれ

らの有病率は、CPが 38.1％（男性 35.6％、女

性 39.6％）、COFPは 10.4％（男性 10.9％、女 

 

性 9.9％）、CHA は 4.2％（男性 3.8％、女性

4.6％）、CTEP は 33.6％（男性 32.0％、女性

35.0％）であった。最後に、NRSが 4以上の CP

は 27.3％（男性 25.4％、女性 28.6％）で、

COFPは 5.9％（男性 6.1％、女性 5.7％）、CHA

は、2.8％（男性 2.7％、女性 2.9％）、

CTEP24.4％（男性 22，7％、女性 26.0％）で

あった。すなわち、CPの有病率は、コロナ禍

になってもほとんど変化がなかった。COFPは、

コロナ禍以前からわずかであるが減少してい

た。また、CHAについても、昨年の有病率から

は若干減少した。一方、NRS4以上の CPとなる

と、COFPと CHAは若干増大していた。 

 

Ｄ．考察 

 慢性痛全体としては、昨年のコロナ禍以前

の有病率とほとんど変化はなかった。一方で、

各部位の疼痛の有病率の変化を見てみると、

CTEPは微増していたのに対して、COFPと CHA

は、有意差は見られないが、むしろ若干では

あるものの減少していた。コロナ禍でストレ

スが加わっており、各慢性痛の有病率は上昇

するのではないかと見込んでいたものの、実

際には、そのような変化はみられていない。  

コロナ禍で仕事に支障をきたしている人がい

る半面、リモートワークで、対人的なストレ

スが軽減して心理的負担が軽減したなどのこ

とも考えられる。 

 

Ｅ．結論 

 日本の人口ピラミッドに基盤した人口分布

での Web 調査を行い、体の部位別の疼痛有病

率を求めた。コロナ禍以前のデータと比較し
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て、全体的な疼痛の有病率には有意な変化は

見られなかった。各部位の痛みについては、

口腔顔面痛と頭痛では低下傾向が、体幹四肢

の痛みで増加傾向が見られた。 

 
Ｆ．健康危険情報 

総括研究報告書にまとめて記載 
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